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1は じめに

幼児期の音楽 リズム活動は, 音 楽 と身体の動 き

を分化させ ることな く, 総 合的な もの と してと ら

えてい くことが重要で あり, そ こでは, 音 楽 と身

体の動きの関連 が課題 とな る。

本研究は, ダル クローズの身体の動 きを通 した

リズム教育 につ いて, その特質 を明 らかにす るた

め に, ダルク ローズ ・メソッ ドにお ける身体的 な

動 きの側面 か ら考察を試み る。

リズム運動, 即 ちRhythmic Movementは, ダ

ル クローズ ・メソ ッ ドの一部門を構成す るだけで

はな く, 動 的造型, 即 ちMoving Plasticと して, 

芸 術 化 して い く礎 とな るとされてい る。従 って, 

ダルクローズ ・メソッドにおけるRhythrnic Move-

mentと, Moving Plasticの 両 分野の身体的な動

きの 特質 を検 討 す ることで, Rhythmic Move-

mentの 究 極 としてのMoving Plasticの 位 置付け

と, その特 質を, ダル クローズ ・ユー リズ ミックス

論 とあわせて考 察する。

II 研 究 方法

ダルクローズの論文集, 並 びに指導書に よる文

献研 究。 年代 につ いては, ユ ー リズ ミックスの発

端 とな った ジュネーヴ音楽学校在職時か ら, ダ ル

クローズ ・メソ ッ ドが確立 され, 同時 に舞踊家 と

の接触等に より, 総合芸術 と してユー リズ ミック

スが発展 して いく1900年 ～1930年 頃 の30年 間 に焦

点をあて る。

対象文献(学 会配布資料表1参 照)

(A) E. Jaques-Dalcroze: Rhythm, Music

and Education (New York, London

G.P. Putnanis Sons 1921年) (板 野 平訳)

「 リズムと音楽 と教育 」(全 音 楽譜 出 版 社

1975年)、

(尚, こ の和訳 は, 1967年, ダ ル クローズ

生誕百 年記念 出版改訂版 に依 る)

(B) E. Jaques-Dalcroze: The Jaques-

Dalcroze Method of Eurhythmics

Rhythmic Movement (London: Novello

and Company1920年)(板 野 平訳)、

「リズム運動 」(全 音楽譜出版社1970年)

(C) E. Jaques-Dalcroze: Eurhythmics,

Art and Education (New York: Arno

Press 1930年), 1980年(Reprint Edition)

対 象 文献(A)～(C)の 論 文 にみ られ るRhythmic

Movement及 びMoving Plasticの 練 習内容 につ

いて, 1914年, 1920年, 1922～30年 の3つ の内容

にっいて, その特質を考察 した。

III 結 果及 び考察

(1) 1914年 の論文 にみ られるRhythmic Move-

mentの 特 質(学 会配布 資料表2参 照)

練 習項 目は, 21項 目中20項 目 について, 拍 節, 

リズ ム, テ ンポ, フ レー ジング等, 音 楽的要素を

柱に練習内容が設定 され, それぞれの練習内容 は, 

「四肢の筋肉活動 」「筋肉の緊張, 弛 緩」 「呼吸」

とい った身体機能 に関す るもの と, 「拍節 の記憶」

「自発的な意志力 」「集 中力 」「リズ ムの心拍聴

取 力 」とい った, 主 に精神機能 に関す るものが基

礎 とな って いる。 また, それ らに基づいた具体 的

練 習内容 と しての例示 はみられ るが, Rhythmic

Movemen七 の メソッ ドと しての系列性 は認め られ

ない。

(2)1920年 の 指 導 書 にみ られ るRhthmic

Movementの 特 質(学 会配布 資料表3参 照)

この指導書は, 2～9拍 子毎 に, 練 習内容が示

されてお り, そ の項 目は, 拍 子, フ レージング, 

音符 の長 さの分析…… 等 といった, 音楽的要素か

ら成 り, そ れに対応 した身体の動 きが示 されてい

る。 身体 の動 きをさらに詳細 に検 討す ると, 手 ・

腕 に関す る動 き, 足 ・脚 に関す る動 きが全項 目に

わた ってみ られ, 手 ・腕 に関す る動きでは, 「腕

で拍 子をと る」 「腕を上 げる 」「手拍子 」の順 に

多 くみ られ, ま た, 「足 ・脚に関す る動 き」では, 

「ステ ップ 」 「脚の交差 」「膝を曲げる」「歩 く」

「走 る」が み られ, 「胴 ・全身 に関す る動 き」と

して, 「スプ リング 」「胴体 を曲 げる 」「呼吸 」

とい った内容が主にみ られ る。 また, 躯 幹を動か

す ものと しては, ス プ リング, ス キ ップ, 胴 体を

曲 げる等がみ られ るが, そ の数 は少 ない。さ らに, 

動 きの組み合せについてみ ると, 「腕で拍子を と

りなが ら歩 く」など, 同 時に組み合せ る, あ るい

は, 単 一の動きが 中心である。

(3)1922, 1930年 の論文 にみ られるMoving

Plasticの 特 質(学 会配布資料表4参 照)

Rhythmic MovementとMoving Plasticに 共

通な練習項 目と して, 「呼吸 」 「歩行 」「ステ ッ

プ 」「時価の実現 」「動 きの中断 」 「体重移動 」

「手足の動 きとエ ネルギ ー 」の全17項 目中6項 目

にみ られる。 各内容 につ いてMoving Plasticの

独 自性か らみ ると, 「呼吸 」では, 音声 と手足の

拡張収縮 の関連 をダイナ ミックスと空間の両面か
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ら練習するなど, 時 空間の拡が りがみ られ る。

また, 「歩行動作 」の項 目は, 両分野 に共通であ

って も, Moving Plasticで は, 拍 子, 音符 の時

価か ら離 れて, ス テ ップの長 さとダイナ ミックス, 

間(隔)と の関連が内容 となっており, 音 楽的要素 と

のっなが りが少なくなっている。 さらに, Moving

Plasticだ けにみられる練習項 目は, 「直立 に向か

って起 き上 る」「身体部位 の節肉抵抗」「舞台の物

質 に対す る身体的姿勢 」「身振 りと声 め歩行」「パ
ー トナーの関連 」(個 と個), 「個 人 とグル ープ

の関連 」(個 と群)の6項 目についてみられ る。

各項 目の内容は, 「直立に向か って起 き上 る」で

は膝 をついた状態 か ら直立姿勢 まで急激に起き上

る, 即 ち一息の一連 の動きと して動きの流れ とし

て の リズムが感 じられ る動 きや, 「身体部位 の筋

肉的抵抗 」の内容 の, 動 きの連続性 と輻幹の動 き

など, 「動きの連続 」がみ とめ られ る。 また, 舞

台上演における練 習内容や, 「パ ー トナーの関連」

や 「個 と群 」とい った, 身体 の動 きによる自己と

他者 との関連, 即 ち個人の動 きの体験か ら群 によ

る動 きへの拡が りが みられ る。

以上, ダル クローズ ・メソッ ドにお け るRhy。

thmic MovementとMoving Plasticの 特 質をま

とめ ると, 

1.MovingPlasticの 練 習内容は, 時 空間へ

の拡が り, 動 きの拡大, 動 きの連続性 と躯幹の動

き, 舞 台上演法, 並 びに個人の動きの体験か ら群

への動 きに, そ の独自性がみ られるように, Rhy-

thmic Movementの 動 きに加えて, 新 しい練 習内

容 がみ られ る。 これは, ダル クローズの 「新 しい

テクニックは次第 に古 いものに付 け加え られる 」

(対 象文献(C)一P.67)の 記述 に も合致す る。

2.動 きの連続性 についてみると, それはMov-

ing Plasicの 練 習 内容の特質で あり, 輻 幹の動

き, 即 ち胴体 の動 き(Movements of Trunk)に

よ ることが 明 らか とな った。 これ は, Rhythmic

Movementの 手, 足 の動 きにくらべて, Plastic

Movementの 独 自性を明確 にす る点であるが, さ

らに, ダ ル クローズの述べて いる「Mving Plas

ticは 姿 勢 でな くて動 きに基づいている 」((A)-

P167)及 び 「動 きはすべての芸術の基礎である。」

((A)一P.156)と 考 え併せ ると, Moving Plastic

の 芸術性が身体 の動 きの練習 内容か らも裏付 けら

れ るといえ よう。

3. 音楽 的要素 と身体の動 きの 関連についてみ

ると, Rhythmic Movementに 比 してMoving

Plasticは, 音 楽 的要素に対応 した形では, 身体

の動 きが 内容 としてみ られない。 これは, ダルク

ローズの記述の 「Moving Plastic」 が音楽化さ

れたとき, は じめて音にたよ らずに装 飾的であり, 

表 現的で もあ る動 きの型 をつくり出す ことが, 動

き自体の音楽 という唯一 の助 けによ って探究 され

る。」((A)一P。156)と 併 せて考察す ると, 音 楽

を基 に始 まったRhythmic Movementの 継 承発展

したMovingPlasticは, 表 面 的には, その練習

内容か ら音楽的要素が減少す る。 が, それは同時

に身体的動きの追求, 即 ちRhythmic Movement, 

を究 め, Moving Plasticへ と 接 近 して いくこと

が, 身体 を通 した音楽的感情の追求 へとっながり, 

その結果Moving Plasticは よ り音楽 化 されて い

くと考え られ る。 また, こ れは, 感 情, 感 覚 を併

せ もち, ひ とつ の芸術分野 を確立す るもの として, 

Moving Plasticが 位 置づ け られ ることにな ろう

と推測 され る。

以上のよ うに, ダルクローズ ・ユー リズ ミック

スにお ける身体の動きは, Rhyhmic Movernent

とMoving Plasticの 両 分 野 にみ られ, それ らの

練習内容 の差異か ら以下の ことが明 らかにされた。

即 ち, Moving PlasicがRhythmic Movement

の 究 極 として, よ り音楽化, 芸 術化 され, そ して

音楽に類似 した芸術分野 を確立 しているとい うこ

とであ る。 これ らの練習内容の差 異か らMoving

Plasticの 特 質 を探 ることで, ダ ルクローズの リ

ズム教育 が単 なる教育方法 としてだけで はな く, 

深 遠なユー リズ ミックス論 に基づいた ものであ る

ことが理解 され よう。 これ ら, ユ ー リズ ミックス

論 との関連 についての詳細な検討は, 今 後の課題

で あると考 える。
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